
　沼津土木事務所都市計画課鉄道高架班だより

 沼津発⇒
平成28年5月25日　 第14号 

発行：静岡県沼津土木事務所 

 沼津の新しいまちづくりが始まっています。「沼津発⇒未来へ」は県と沼津市が共同で進めている鉄道の高架化を核とした

 沼津駅周辺総合整備事業の進捗状況や最新の情報等についてお知らせする広報紙です。

　

●原西部地区にE&S(※)方式で整備することにより、災害時における物流機能の確保に大きく貢献できます 
 

 大規模地震等が発生した際には、被災地に支援物資等をどうやって届けるかが大きな課題となります。 

 貨物ターミナルは有事の際に物資の供給拠点としての役割を担うため、原西部地区に整備する新貨物ター

ミナルについて、「災害時における物流機能の確保」という観点からも検討を進めています。 
 

   [新貨物ターミナルの防災上の強み] 

    ・首都直下型地震では被害が想定されない首都圏直近に立地 

     ・E&S方式によりスムーズな折り返し運転が可能 

   ・東駿河湾環状線（沼津岡宮IC以西区間(計画中))との連携が可能 
 

 これらの強みを生かし、物資の輸送拠点や早期の復旧・復興に貢献できる施設となるようＪＲ貨物の協力を

得ながら検討をはじめました。 

今月の１枚 
 

 ”あじさい” 
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【裏面もご覧ください！】 

    Facebookページも 

    「沼津発⇒未来へ」 

■防災機能の向上に向けて、新貨物ターミナルの検討を進めています 

（※）E&S方式（詳細は第12号をご覧ください。） 

 E&S方式は、貨物列車が到着した線路で貨物の積み降ろし(荷役作業)を行う方式です。 

 従来の解決荷役方式と違い、貨車を切り離さないで荷役作業をします。 

 また、線路配線を工夫すれば機関車を付け替えるだけで折り返し運転が可能となります。 

◆阪神淡路大震災(H7.1)でE&S方式で整備した新姫路貨物駅が復旧や復興に貢献 
 

 阪神淡路大震災では、鉄道の大動脈である東海道線・山陽線（尼崎駅〜西明石駅）が寸断されました。下り方面では

被災地直近の新姫路貨物駅がE&S方式にて整備されていたため、物資の輸送拠点として復旧や復興に貢献しました。 
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病院（外科・泌尿器科） 

◆首都直下型地震では甚大な被害が想定されない首都圏直近の新貨物ターミナル 
 

 [都心南部直下地震(Ｍ７.３）被害想定] 

 ・全焼・焼失棟数：最大約61万棟 

 ・死者：最大約2万3千人 

 ・経済的被害：約95兆円 

沼津 

（新貨物ターミナル） 

凡 例 沼津 

(新貨物ターミナル) 

相模貨物駅 

横浜羽沢貨物駅 

川崎貨物駅 

(E&S) 

東 京 

静 岡 

至 大阪→ ←至 広島 



　

 静岡県沼津土木事務所 都市計画課鉄道高架班 沼津市沼津駅周辺整備部 推進課

  〒410-0055 沼津市高島本町1番3号  〒410-8601 沼津市御幸町16番1号

  TEL：055-920-2222・FAX：055-926-5527  TEL：055-934-4768・FAX：055-934-2310

  E-mail：numado-toshikei@pref.shizuoka.lg.jp  E-mail：suishin@city.numazu.lg.jp

  URL：http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-830/kouka/  URL:http://www.city.numazu.shizuoka.jp/shisei/keikaku/station/index.htm

沼津駅周辺総合整備事業 

■市民の皆さんとまちづくりの検討を進めています 

●「まちかどトーク」へご来場ください 
 

 県では、市とともに、今年度第１回目の「まちかど

トーク」を４月28日（木）に沼津駅前の”ギャラリーぷら

ざ”において開催しました。 

 まちかどトークでは、沼津駅周辺総合整備事業へ

の理解を深めていただくため、パネルやイメージ完

成模型を使って事業概要を説明する他、沼津の新た

なまちづくりに関する様々なご意見を伺っています。 

 今後も沼津駅周辺や原地区で継続的に開催してい

きますので、ぜひご来場ください。 

 

 

 

 

 

●沼津駅周辺総合整備事業に係る事業説明 

 及び意見交換を行っています 
  

 市では「沼津の新たなまちづくり」を進めるため、

市内各地の様々な団体の方々に対して事業説明を

行うとともに、意見交換を行うことで、情報の共有化

や市民ニーズの把握に努めています。 

 今後も継続的に開催していきますので、ご協力を

お願いします。 
 

＜いただいた主なご意見＞ 

 ・高齢者も安心して居住できるまちにしてほしい 

 ・早く鉄道高架を完成すべき 

 ・企業誘致など、人が集まるような取組みも進め 

   なければならない 

 ・駅前は多くの人が集まるので、鉄道跡地や高架 

   下に防災機能の施設を配置すべき 

  

大平地区での様子 

沼津商工会議所での様子 

説明用資料 

●Facebookでも情報発信しています 
 

 ＳＮＳサービス「Ｆａｃｅbook」でも事業説明や他県の

取組み状況に関する情報の提供をしています。 

 

 

 

 

  これらの活動を通じていただいたご意見は、次世代につながる社会資本の整備に向けたまちづくり

の検討に役立てていきます。 
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